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背景

医療リアルワールドデータの活用から
無形資産を創出できていない

個別化に向かう医療のためにも分散し
た医療データから最適な個別化医療を

支援することが重要

少子高齢社会の予防医療により
管理するには、データにもとづく医療

システムの制御が必要
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医薬品・医療機器は計4兆円の輸入超過

すべての基本は医療情報基盤の整備



ビジョン 医療デジタルツインの開発
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生活の空間
生活改善個別支援

医療システム空間
医療支援・発症予防
医療・介護連携
医療資源の最適配置

日々レセプト分析

FHIR

FHIR（医療情報交換のための新しい国際標準規格）を用いた
日本の電子カルテの共通基盤構築

医学研究空間
創薬
医療機器開発
ゲノム医療
医療AI
AIホスピタル・

・
・



実績 心臓病データシェアリングのプラットフォーム構築

７中核病院の異なる電子カルテから、SS-MIX2準拠で各患者の
数百項目の時系列リアルワールドデータを取得

• 対象 心臓の冠動脈カテーテル治療 約1万例

• 期間 2013年4月〜2021年3月

• 項目 血液検査、処方、心電図、心エコー、冠動脈造影、
予後（心臓血管イベント、生存など）
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東北大学病院 九州大学病院 自治医大さいたま 自治医大 東大病院

国立循環器病センタ 熊本大学病院

FIRSTプログラム 2009-14で開始
J-ImPACT研究2017-19で展開
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JCS2022

実績 異なる電子カルテから1万例の冠動脈血管治療症例
のデータセット（数百項目/症例）

合計
N=9690

欠損
データ

急性冠症候群
N=4135

慢性冠症候群
N=5555 P-value

検査値(index -60 to +30 day, SS-MIX2)
総コレステロール, mg/dL 169±36 272, 2.8% 172±38 167±34 <0.0001
中性脂肪, mg/dL 138±89 134, 1.4% 133±93 141±85 <0.0001
HDL, mg/dL 47±13 229, 2.4% 45±13 48±13 <0.0001
LDL, mg/dL 96±31 160, 1.7% 102±32 91±29 <0.0001
eGFR, mL/min 58±24 599, 6.1% 60±25 57±24 <0.0001
HbA1c, % 6.4±1.1 904, 9.3% 6.4±1.1 6.4±1.0 0.591

BNP, pg/mL 240±550 1190, 
12.3% 286±537 206±557 <0.0001

NT-proBNP 5370±1836
5 9104, 94% 5532±17505 5119±19658 0.7907

処方 (index -60 to -1 day, SS-MIX2)
Statin 5317, 55% 0 1252, 30% 4065, 73% <0.0001
High-dose statin 1813, 19% 0 403, 10% 1410, 25% <0.0001
Ezetimibe 394, 4.1% 0 69, 1.7% 325, 5.9% <0.0001
PCSK9i 3, 0.0% 0 0, 0% 3, 0% 0.1355
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メバロチン リポバス ローコール
リバロ リピトール クレストール

コレステロール低下薬の処方の推移

Ｎ＝115721 処方
/6施設
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2018 大規模臨床試験発表
（4㎎使用で予後改善）

循環器学会ガイドラインに掲載

ピタバスタチンの処方の変化（4㎎錠の増加）



実績
心臓病リアルワールドデータを用いた予後評価と薬効の推測

β遮断薬の使い方
による重篤な心臓
発作の減少
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Carvedilol
ｎ=629

Bisoprolol
ｎ=1390

年

慢性冠動脈疾患冠動脈疾患全体

p<0.001
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心拍数<75
n=6578

退院時心拍数≥75
n=2166

p<0.001
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心拍数が多いと重
篤な心臓発作が増
える



症例の文章を構造化して、文脈を機械に読ませる。
内科学会症例報告1万５千例を用いた診療支援システム
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病態と所見
の因果を
グラフ化



医学用語辞書3万５千語を整備 8万2千語で検索可能
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医学用語辞書3万５千語を整備 8万2千語で検索可能
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医学用語の概
念のグラフ化



医学用語辞書3万５千語を整備 8万2千語で検索可能
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医学用語の概
念のグラフ化
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症例報告文に書かれた
因果関係の文脈をAIで
解読
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活用できる研究開発実績の例
超高速大容量リアルタイムデータ解析基盤技術の確立と健康医療分野への適用

非順序型実行原理による超高速化

1,000倍超
高速化

大規模ストレージ実証実験（東大）

全国医療レセプト悉皆解析の実現

2,000億レコード
／6年分

（厚労省提供）

（処方回数／1,000人年）

抗生物質処方の地域格差の解明
（自治医大、IHEP）

1.59倍の格差（急性上気道炎）


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	実績　異なる電子カルテから1万例の冠動脈血管治療症例のデータセット（数百項目/症例）
	コレステロール低下薬の処方の推移�



